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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第43期
第１四半期
累計(会計)期間

第44期
第１四半期
累計(会計)期間

第43期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 1,837,0851,801,5738,374,862

経常利益（千円） 22,494 △33,645 245,528

四半期純損失（△）又は当期純利益（千円） △5,675 △37,611 36,235

持分法を適用した場合の投資利益（千円） － － －

資本金（千円） 1,715,0001,715,0001,715,000

発行済株式総数（千株） 23,584 23,584 23,584

純資産額（千円） 2,555,7192,551,4372,586,325

総資産額（千円） 6,121,4595,682,6765,875,638

１株当たり純資産額（円） 108.38 108.20 109.68

１株当たり四半期純損失金額（△）

又は１株当たり当期純利益金額（円）
△0.24 △1.60 1.54

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

１株当たり配当額（円） － － －

自己資本比率（％） 41.8 44.9 44.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
56,241 △59,108 506,778

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△375,057△28,257△481,820

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△119,199△85,865△444,196

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 278,306 123,853 297,084

従業員数（人） 206 224 212

　（注）１．当社は連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、当社は関連会社がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期純損失であるため、ま

たは、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第１四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】

　当第１四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 224 （651）

　（注）　１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、１日8.0時間換算による当第１四半期会計期間の平均人員を

（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績及び仕入実績

 
当第１四半期会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

前年同四半期比（％） 

生産実績（千円） 89,465 △19.7

仕入実績（千円） 439,583 △2.8

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当社は見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

(3）販売実績

業態名 売上高 構成比 対前四半期増減率

外食事業

長崎ちゃんめん

おむらいす亭

あげてんや

麦まる

キャッツカフェ

千円

 

520,607

％

 

28.9

％

 

△0.8

敦煌

カルビ大陸

焼肉屋さかい

しゃぶしゃぶすき焼き清水

390,280 21.7 △11.2

小樽食堂

とりあえず吾平

えん屋

薩摩宝山

高粋舎

美ら風

アントニオ猪木酒場

信天翁

ちゃんこ江戸沢

476,101 26.4 △18.9

その他店舗 143,448 8.0 19.8

店舗売上合計 1,530,438 85.0 △8.4

CK売上高 109,740 6.1 △23.1

ロイヤリティー 14,608 0.8 △37.7

外食事業小計 1,654,787 91.9 △9.9

教育事業 教育事業売上高 131,985　 7.3 －

教育事業ロイヤリティ 14,800 0.8 －

教育事業小計 146,786 8.1 －

全社合計 1,801,573 100.0 △1.9

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

EDINET提出書類

株式会社ジー・ネットワークス(E03255)

四半期報告書

 4/24



２【事業等のリスク】

　　当第１四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

    当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

(１)業績の状況

　当第１四半期会計期間におけるわが国経済は、昨年来の米国発の金融不安の影響により、雇用情勢・所得環境が一層

厳しさを増す中で、企業の生産活動の縮小、雇用環境の悪化及び消費意識の減退は顕著なものとなってまいりました。

　このような環境のもと当社におきましては、外食事業店舗・教育事業校舎のスクラップアンドビルドを意欲的に行

い、当社の基本戦略である「マルチブランド・マルチロケーション戦略」を引き続き積極的に進めて参ります。

　「外食事業」につきましては、当第１四半期会計期間に不採算店舗３店舗を閉鎖、おむらいす亭１店舗を新規出店

し、当第１四半期会計期間末の外食事業店舗数は直営店舗数104店舗ＦＣ75店舗となりました。外食事業における経営

環境は厳しさをましており売上前年同期比91.6％の推移となっております。しかしながら、そのような環境のなか日

常食業態である「おむらいす亭」「長崎ちゃんめん」、郊外型ファミリー居酒屋「とりあえず吾平」等の低価格業態

の業績が堅調に推移しており、今後これらの業態を中心に店舗のスクラップアンドビルドを積極的に行い、消費者

ニーズにあった業態を市場に送り出すことによって、より全体の収益力を高めて参ります。特に「とりあえず吾平」

につきましては、当第１四半期会計期間中に業態変更により４店舗出店し、第２四半期会計期間におきましても業態

変更により２店舗の出店を予定しております。

　「教育事業」につきましては、直営校舎としてITTO個別指導学院校舎を１校舎新規開校いたしました。結果、当第１

四半期会計期間末の教育事業直営校舎は36校舎、ＳＶ受託校舎は97校舎となりました。教育事業につきましては、今後

も弊社の主力事業とするべく引き続き積極的な展開を行う方針でございます。

　以上のような結果、当第１四半期会計期間の売上高は1,801百万円（前年同四半期比△1.9％）となり、営業損失44百

万円（前年同四半期は20百万円の営業利益）、経常損失33百万円（前年同四半期は22百万円の経常利益）、四半期純

損失37百万円（前年同四半期は５百万円の純損失）の実績となりました。

(２)キャッシュ・フローの状況

  当四半期会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前事業年度末より173百万円減少し、123百万円となり

ました。

　①　営業活動によるキャッシュ・フロー

　営業活動によるキャッシュ・フローは、当第１四半期会計期間が税引前四半期純損失であったこと、原状回復損失引

当金の減少、売上債権の増加等により、前年同四半期に比べ120百万円支出が増加し、64百万円の支出となりました。

　②　投資活動によるキャッシュ・フロー

　投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出の減少、関係会社貸付金の回収による収入の

増加、営業譲受による支出の減少等により、前年同四半期に比べ352百万円支出が減少し、23百万円の支出となりまし

た。

　③　財務活動によるキャッシュ・フロー

　財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入れによる収入の増加等により、前年同四半期に比べ33百万円支出が

減少し、85百万円の支出となりました。

(３)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第一四半期会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はありま

せん。

(４)研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期会計期間において、前事業年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変更はあり

ません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 36,000,000

計 36,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 23,584,000 23,584,000
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

1,000株　

計 23,584,000 23,584,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

  　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年４月１日～
平成21年６月30日

－ 23,584,000 － 1,715,000 － 521,970

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成21年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成21年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　 3,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　23,579,000　 23,579 －

単元未満株式 普通株式　　　 2,000 － 　　　　 －

発行済株式総数 23,584,000 － －

総株主の議決権 － 23,579 －

 

②【自己株式等】

 平成21年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ジー・ネッ

トワークス　

兵庫県神戸市中央区山

本通５丁目10番36号
3,000 － 3,000 0.01

計 － 3,000 － 3,000 0.01

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月

最高（円） 105 104 117

最低（円） 96 97 100

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所（市場第二部）におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に

基づき、当第１四半期会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期累計期間（平成21

年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20

年６月30日まで）に係る四半期財務諸表並びに当第１四半期会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日ま

で）及び当第１四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期財務諸表について、な

ぎさ監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成21年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 123,853 297,084

受取手形及び売掛金 218,425 191,730

商品及び製品 42,791 26,762

原材料及び貯蔵品 80,660 77,119

その他 280,237 341,084

貸倒引当金 △4,113 △4,847

流動資産合計 741,853 928,932

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※1
 1,473,395

※1
 1,493,483

土地 1,687,629 1,687,629

その他（純額） ※1
 289,568

※1
 298,368

有形固定資産合計 3,450,593 3,479,480

無形固定資産 45,906 46,123

投資その他の資産

敷金及び保証金 930,829 954,452

その他 546,552 499,714

貸倒引当金 △33,059 △33,065

投資その他の資産合計 1,444,322 1,421,101

固定資産合計 4,940,822 4,946,705

資産合計 5,682,676 5,875,638

負債の部

流動負債

買掛金 183,019 165,124

短期借入金 ※2
 113,334

※2
 80,000

1年内返済予定の長期借入金 621,096 704,396

未払法人税等 12,012 31,725

引当金 10,075 21,012

その他 464,865 509,742

流動負債合計 1,404,403 1,512,000

固定負債

長期借入金 1,608,111 1,644,010

引当金 37,000 45,500

その他 81,724 87,802

固定負債合計 1,726,835 1,777,312

負債合計 3,131,238 3,289,313
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成21年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,715,000 1,715,000

資本剰余金 521,970 521,970

利益剰余金 326,850 364,461

自己株式 △658 △658

株主資本合計 2,563,162 2,600,773

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △11,724 △14,447

評価・換算差額等合計 △11,724 △14,447

純資産合計 2,551,437 2,586,325

負債純資産合計 5,682,676 5,875,638
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 1,837,085 1,801,573

売上原価 541,483 638,534

売上総利益 1,295,601 1,163,039

販売費及び一般管理費 ※
 1,275,172

※
 1,207,885

営業利益又は営業損失（△） 20,429 △44,845

営業外収益

受取利息 1,062 1,171

受取配当金 470 717

投資不動産賃貸料 26,911 22,925

その他 14,215 17,584

営業外収益合計 42,659 42,399

営業外費用

支払利息 11,849 9,923

不動産賃貸費用 23,616 21,262

その他 5,127 13

営業外費用合計 40,594 31,199

経常利益又は経常損失（△） 22,494 △33,645

特別利益

固定資産売却益 － 155

店舗閉鎖損失引当金戻入額 － 6,655

原状回復損失引当金戻入益 － 8,500

その他 － 227

特別利益合計 － 15,538

特別損失

投資有価証券評価損 16,883 －

固定資産除却損 359 －

店舗閉鎖損失引当金繰入額 － 4,800

減損損失 － 2,597

その他 1,800 1,606

特別損失合計 19,042 9,004

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 3,452 △27,111

法人税、住民税及び事業税 9,128 10,500

四半期純損失（△） △5,675 △37,611
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

3,452 △27,111

減価償却費 80,453 68,303

賞与引当金の増減額（△は減少） △20,507 △7,783

減損損失 － 2,597

貸倒引当金の増減額（△は減少） △254,268 △739

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） － △3,153

原状回復損失引当金の増減額（△は減少） － △8,500

受取利息及び受取配当金 △1,532 △1,889

支払利息 11,849 9,923

固定資産除却損 359 －

投資有価証券評価損益（△は益） 16,883 －

投資有価証券売却損益（△は益） － △170

有形固定資産売却損益（△は益） － △155

売上債権の増減額（△は増加） 66,572 △60,857

破産更生債権等の増減額（△は増加） 254,409 －

たな卸資産の増減額（△は増加） △20,329 △19,569

仕入債務の増減額（△は減少） △39,142 17,895

未払金の増減額（△は減少） △27,606 △16,491

その他 18,713 11,347

小計 89,305 △36,355

利息及び配当金の受取額 669 1,080

利息の支払額 △5,030 △3,738

法人税等の支払額 △28,702 △25,339

営業活動によるキャッシュ・フロー 56,241 △64,352

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △88,296 △47,972

有形固定資産の売却による収入 － 109

差入保証金の差入による支出 △11,142 △3,511

差入保証金の回収による収入 184 24,671

投資有価証券の売却による収入 － 480

貸付けによる支出 － △150,000

貸付金の回収による収入 1,535 152,845

関係会社貸付けによる支出 △200,000 △150,000

関係会社貸付金の回収による収入 － 150,000

長期預り金の返還による支出 △6,234 △70

長期預り金の受入による収入 1,140 434

営業譲受による支出 △74,600 －

その他 2,356 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △375,057 △23,013
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（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － 33,334

長期借入金の返済による支出 △119,199 △119,199

財務活動によるキャッシュ・フロー △119,199 △85,865

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △438,015 △173,230

現金及び現金同等物の期首残高 716,322 297,084

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 278,306

※
 123,853
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　該当事項はありません。

　

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

一般債権の貸倒見積高の算定方法 　当第１四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと

著しい変化がないと認められるため、前事業年度末の貸倒実績率を使用して

貸倒見積高を算定しております。

固定資産の減価償却費の算定方法   減価償却の方法として定率法を採用している固定資産については、事業年

度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっております。

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第１四半期会計期間末
（平成21年６月30日）

前事業年度末
（平成21年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、4,019,542千円で

あります。

 

※２　当座貸越契約及び財務制限条項

当社は運転資金の効率的な調達を行うため、取引金

融機関と当座貸越契約を締結しております。当第１四

半期会計期間末における当座貸越契約に係る借入金実

行残高は次のとおりであります。

 

当座貸越限度額 80,000千円

借入実行残高 80,000千円

差引額 －

 

上記借入金には財務制限条項が付されており、以下

の条項に抵触した場合には、直ちに期限の利益を喪失

することとなっております。

 

①損益計算書の経常損益について２期連続して経常損

失を計上した場合

 

②各四半期貸借対照表における自己資本比率が30％未

満となった場合 

　　

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、3,952,605千円で

あります。

　

※２　当座貸越契約及び財務制限条項

当社は運転資金の効率的な調達を行うため、取引金

融機関と当座貸越契約を締結しております。当事業年

度末における当座貸越契約に係る借入金実行残高は次

のとおりであります。

 

当座貸越限度額 80,000千円

借入実行残高 80,000千円

差引額 －

 

上記借入金には財務制限条項が付されており、以下

の条項に抵触した場合には、直ちに期限の利益を喪失

することとなっております。

 

①損益計算書の経常損益について２期連続して経常損

失を計上した場合

 

②各四半期貸借対照表における自己資本比率が30％未

満となった場合 

　

　

（四半期損益計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

役員報酬 7,315千円

従業員給料及び手当 461,033 

支払地代家賃 244,383 

減価償却費 76,494 

貸倒引当金繰入額 65 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

役員報酬 14,328千円

従業員給料及び手当 428,622 

支払地代家賃 236,414 

減価償却費 61,087 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高は、貸借対照表に記

載されている現金及び預金であります。

※　現金及び現金同等物の四半期末残高は、貸借対照表に記

載されている現金及び預金であります。
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（株主資本等関係）

当第１四半期会計期間末（平成21年６月30日）及び当第１四半期累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年

６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 23,584千株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 3千株

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４．配当に関する事項

該当事項はありません。

（有価証券関係）

当第１四半期会計期間末（平成21年６月30日）

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。

（持分法損益等）

該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

（企業結合等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期会計期間末
（平成21年６月30日）

前事業年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 108.20円 １株当たり純資産額 109.68円

２．１株当たり四半期純損失金額等

前第１四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 0.24円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額 1.60円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

四半期純損失（千円） 5,675 37,611

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 5,675 37,611

期中平均株式数（千株） 23,580 23,580

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月13日

株式会社ジー・ネットワークス

取締役会　御中

なぎさ監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 山根　武夫　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 西井　博生　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジー・ネッ

トワークスの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第43期事業年度の第１四半期累計期間（平成20年４月１日か

ら平成20年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ

・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独

立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジー・ネットワークスの平成20年６月30日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

 

追記情報

１．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、平成20年６月28日開催の取締役会において、株式会社グローバル　　

アクトからちゃんこ江戸沢兵庫明石店の事業譲受を決議し、平成20年７月１日をもって譲り受けている。

２．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、平成20年６月28日開催の取締役会において、株式会社ジー・エデュ

ケーションから２校舎の事業譲受を決議し、平成20年７月１日をもって譲り受けている。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月13日

株式会社ジー・ネットワークス

取締役会　御中

なぎさ監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 山根　武夫　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 西井　博生　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジー・ネッ

トワークスの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第44期事業年度の第１四半期会計期間（平成21年４月１日か

ら平成21年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行っ

た。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表

明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジー・ネットワークスの平成21年６月30日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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